
1） エシカル消費自主宣言（2018 年）

2015 年、国連サミットで採択された持続可能な開発目標（SDGs）を基

本とし、より良い社会の実現に向けて、食物専攻のメリットを活かし

て 地 域 の 活 性 化 や 環 境 問 題 解 決 に 取 り 組 ん だ エ シ カ ル 消 費 活 動 をす

ることで、美しい地球の応援隊としてエシカル宣言をいたします。

1. 食を通して、エシカル消費を考慮した食育活動が出来る人材育成

2. 環境問題解決、有害野獣の有効利用としての、学生によるシカ肉レシピ開発と

シカ肉料理普及活動

3. 発育過程の子ども達へのエシカル教育指導者としての育成活動

4. 地産地消による郷土料理復活調査研究及活動

2）「取り組み実績」

① COC 事業 2018 年～2021 年取り組み

：2015 年より取り組んでいる、野獣であるシカの食被害で捕獲したシカ肉の有効活用

目的で、学生がシカの生息する地域の視察を行い、防御ネット張りやシカ肉の解体を

体験。解体した肉でのレシピを考案し、学生食堂でシカ肉料理の提供を６年間続けて

いる。

2020 年には新型コロナウイルス流行の影響で、テイクアウトとしランチボックスで

提供した。シカ肉料理の普及活動に取り組んでいる。

「シカ食被害防御ネット張り 2018～2019 年」



「枝肉の解体体験、2018～2019 年」

「学生食堂でシカ肉料理提供、2018～2019 年、計 4 回」

「一般の方も喫食、2018～2019 年」 「ランチボックスで提供、2020 年 1回」

【平成３０年】

② 教員免許更新講習時エシカル教育指導・エシカル消費料理講習会を開催。

「2018 年 8 月」

：エシカル消費について教育指導方法についての講義を行い、エシカル消費実習を行った。

③ 富岡東高等学校でエシカル消費の講義を行い、調理実習実施。

「2018 年 10 月」

：食品ロス削減目的で高校生に調理実習指導をおこなった。

廃棄野菜を使ったうどん作り。

「キャベツの外葉とかぼちゃの野菜うどん実習」



④ 阿波地美栄コンソーシアム事業「2018 年 10 月 25 日」

：那賀高校で出前授業「シカ肉の機能性とエシカル消費」学部近藤准教授と合同で、

食物専攻学生が高校生に調理実習指導を行った。

「シカ肉のプルコギ・シカ肉のポロネーゼスパゲテｲ―」

【平成３１・令和元年】

⑤ 阿波地美栄コンソーシアム事業「第 5回ジビエサミットに参加」

阿波地美栄コンソーシアム事業「阿波地美栄×猟銃フェスタに参加」

「2019 年 2 月 12 日 18 日」

「レシピ集発行」

「2021 年レシピ集改訂」

⑥ 地域学（文理学）で食物専攻 2年生が発表

：エシカル消費への取り組みでシカ肉の有効活用について取り組んで来たことを、文理学で

食物専攻が行っている活動について学生が発表した。

⑦ 小松島西高等学校勝浦校でエシカル消費、食品ロス削減の実習授業

「2019 年 6 月」

：廃棄野菜を使ったパスタ料理と・ポンデケージョ・トマトジャムの実習を行った。



⑧ 食生活論の授業で図書館見学「2019 年 7 月」

：学内の図書館の古書「続豆腐百珍」から食の歴史を学ぶ。

⑨「徳島ビジネスチャレンジメッセ 2019」に出展「2019 年 10 月」

⑩ 高校生のための公開セミナー「2019 年 10 月」

：「食品ロス削減」に向けて、利用しないキャベツの外葉を使い、うどん作りに利用出

来ることを指導した。

【令和２年】

⑪ 阿波地美栄料理レシピグランプリ優秀賞受賞「2020 年 1 月」

：学生考案の「シカ肉シチュー」がグランプりに選ばれた。



⑫ 国民の森林（もり）づくり推進功労者」林野庁長官より感謝状

「2020 年 6 月 24 日」

：シカ防御ネット張り活動やシカ肉有効活用の取り組みが、森林（もり）を守る活動

として林野庁より、感謝状を頂いた。

⑬ オープンキャンパス「2020 年 8 月 23 日」「SDGｓを考えよう」

：SDGｓ「エシカル消費を考えよう」食品ロスについて高校生に授業をおこなった。

食べられる食材をうまく利用する方法や考え方の授業。

「廃棄野菜でニョッキを作ろう」 「廃棄野菜のキンピラ」

⑭ ポッポ街の「むすびカフェ」にて食物専攻のジビエ料理の取

り組みが紹介された。「2020 年 9 月 1 日～6 日」

：地域連携活動で、ポッポ街活性化のためのポッポ街プロジェクト

に賛同した活動の一環として、徳島文理大学のエシカル消費活動

状況やレシピ集を展示し、希望者には配布している。



⑮ オープンキャンパス。「2020 年 9 月 20 日」

：学生プロデュースによるエシカル弁当（地産地消）を提供した。

学生達が地産食材で、バランスを考えたお弁当を作成し高校生にアピールして提供した。

⑪

【令和３年】

⑯ 第 3回エシカルアワード表彰。「2021 年 5 月 16 日」

：エシカル消費自主宣言をしている団体に送られるもので、シカ肉の有効活用の取り

組みが評価され表彰された。

⑰ 教員免許更新講座で、エシカル消費について講義し、料理実習を行っている。

「2021 年 8 月」

：「エシカル消費と徳島の食文化の継承」として、徳島の地産野菜と和食文化、エシ

カル消費とバランスの良い食事の講義、郷土料理の実習を行った。

⑱ 地産地消による郷土料理復活調査研究及び活動

：地域の家庭料理調査研究により徳島県で調査した料理を、書籍発刊時の文章作成に

貢献している。


